
プログラマブルコントローラ
２００６年生産終了予定品
FP-M

プログラマブルコントローラ
２００６年生産終了予定品番リスト

機種置き換え手引書



1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

1-7

1-8

1-9

1-10

1-11

1-12

1-13

1-14

1-15

FP０等へ置き換える場合の注意点

外形寸法

FP-M セット品番分解表

FP0選定表

高機能ユニット

プログラミングツール等について

プログラム機種変換について

プログラム機種変換前に確認する内容

資料２　FP-M C２０R、C20T、C32T システムレジスタ初期値

資料３　FP-M C２０RC、C20TC、C32TC システムレジスタ初期値

資料４　FP0 C14、C16 システムレジスタ初期値

資料５　FP0 C32 システムレジスタ初期値

プログラム機種変換手順①

プログラム機種変換手順②

資料１　FP-M C16T システムレジスタ初期値

　目次　FP-Mについて



この資料は、小型ＰＬＣ　ＦＰ０への置き換えを前提に構成しています。次の項目があて
はまるときはＦＰΣ、ＦＰ－Ｘをご検討下さい。
　※ＦＰΣはＦＰ０の上位互換品で、ＦＰ０用増設を共通で使用できます。ＦＰ－Ｘは小型端子台ＰＬＣです。

・トランジスタ出力で、Ｉ／Ｏ点数が１２８点（入力６４、出力６４）を越えるとき　→ＦＰΣ左増設可能タイプ

・リレー出力で、Ｉ／Ｏ点数が６２点（入力３２、出力３０）を越えるとき　→ＦＰ－Ｘ

・リレー出力でプログラム容量が２．７ｋを越えるとき　→ＦＰ－Ｘ

・カレンダタイマを使用するとき　→ＦＰΣ＋バッテリ（ＦＰ０増設も使用できます）

・データレジスタ、内部リレーの保持をたくさん行いたいとき　→ＦＰΣ

　※保持できる内容は『基本仕様の違いと注意点』をご参照下さい。

・ボリューム入力を使用しているとき　→ＦＰΣ（２点）またはＦＰ－Ｘ（２点または４点）

・サーミスタ入力を使用しているとき　→ＦＰΣサーミスタ入力付き（２点）

■この資料について

　ＦＰ０等へ置き換える場合の注意点

・ＦＰ－ＭからＦＰ０への置き換えは、まずコントロールボードの選択をし、使用しているＩ／Ｏ構成に合わせて増設ユニットを
選択する事が基本になります。

・ＦＰ－ＭとＦＰ０では、入出力の構成と番号が異なります。

・ＦＰ－Ｍはコントロールボード、増設ボードから入出力用電源供給可能でしたが、ＦＰ０は外部供給になります。

・ＦＰ－Ｍのトランジスタ出力容量は０．５Ａまたは０．８Ａですが、ＦＰ０は０．１Ａです。負荷電流が大きいときはリレー等で
中継をして下さい。

・入出力の端子配列とピン数は異なります。

・ＦＰ－ＭＣ１６Ｔのランジスタ出力は独立ＣＯＭですが、ＦＰ０トランジスタ出力はユニット単位でＣＯＭ共通です。出力機器
の電圧が混在しているときはリレー等で中継をして下さい。

・ＦＰ０はＥＥＰ－ＲＯＭ内蔵で外付けＲＯＭには対応していません。プログラミングツール以外でプログラムのコピーを行い
たいときはＦＰローダーをご検討下さい。

・ＴＲＮＥＴ（省配線システム）を使用しているときは、ＦＰ０－ＳＬＩＮＫまたはＦＰΣ＋Ｓ－ＬＩＮＫをご検討下さい。

・ＦＰ０のＲＳ２３２Ｃポートはデータ線のみの３端子式になります。制御端子が必要なときは、ＦＰΣをご検討下さい。

・ＡＦＣ１２１４１（ＦＰ－Ｍ　Ｃ１６Ｔ　１２ＶＤＣ品）をＦＰ０に置き換えるときはご相談下さい。

・ＦＰ０は増設ユニットと高機能ユニットを合計３台まで装着可能です。装着制限数を越えるときはＦＰΣ左増設可能タイプ
をご検討下さい。ＦＰ０ユニット３台に加えて、Ｉ／Ｏの左側増設が可能です。

■ＦＰ０への置き換えポイント
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　外形寸法

■外形寸法（ＦＰ－Ｍ）

Ｃ２０Ｒ／Ｃ２０ＲＣ／Ｃ２０Ｔ／Ｃ２０ＴＣ／Ｃ３２Ｔ／Ｃ３２ＴＣ

セット品（ケース付き）　　　　　　※写真はC32TC

Ｃ２０Ｒ／Ｃ２０ＲＣ／Ｃ２０Ｔ／Ｃ２０ＴＣ／Ｃ３２Ｔ／Ｃ３２ＴＣ

セット品（ケース無し）　　　　　　※写真はC32TC

Ｃ１６Ｔ

セット枚数 Ｈ寸法（ｍｍ）
１ ４４．２
２ ６３．８
３ ８５．４

セット枚数 Ｈ寸法（ｍｍ）
１ ４３．６
２ ６５．２
３ ８６．８

セット枚数 Ｈ寸法（ｍｍ）
１ ４５．５
２ ６７．１
３ ８８．７

Ｃ２０ＲＣ／Ｃ３２ＴＣ以外 Ｃ２０ＲＣ／Ｃ３２ＴＣ

■外形寸法（ＦＰ０）
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　ＦＰ－Ｍ　セット品番分解表

ＦＰ－Ｍ→ＦＰ０への置き換え検討はコントロールボードの仕様比較が重要な要素となります。セット品
番は各構成品番に分解をしてご検討下さい。右側は構成品番と使用数量です。

ケースセット品とボードセット品は、ケース有無の違いのみになります。Ｃ１６Ｔはセット品がありません。

主な仕様 I/O点数 ご注文品番 ＦＰ－Ｍ構成品番

　
品
名

プ
ロ
グ
ラ
ム
容
量
　
２
．
７
Ｋ

プ
ロ
グ
ラ
ム
容
量
　
５
Ｋ

電
源
電
圧
　
２
４
Ｖ
Ｄ
Ｃ

入
力
　
２
４
Ｖ
Ｄ
Ｃ

リ
レ
ー
２
Ａ

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
　
０
．
８
Ａ
　
Ｎ
Ｐ
Ｎ

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
　
０
．
８
Ａ
　
Ｐ
Ｎ
Ｐ

入
力

出
力

合
計

ケ
ー
ス
セ
ッ
ト
品

ボ
ー
ド
セ
ッ
ト
品

Ａ
Ｆ
Ｃ
１
２
２
１
２
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｃ
２
２
２
１
２
Ｃ
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｃ
１
３
０
１
２
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｃ
１
２
２
４
２
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｃ
１
２
２
５
２
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｃ
２
２
２
４
２
Ｃ
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｃ
２
２
２
５
２
Ｃ
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｃ
１
２
３
４
２
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｃ
１
２
３
５
２
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｃ
２
２
３
４
２
Ｃ
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｃ
２
２
３
５
２
Ｃ
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｂ
６
３
４
２
－
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｂ
６
３
４
２
Ｐ
－
Ｆ

○ ○ ○ ○ 12 8 20 AFC10212-F AFC12212-F 1

○ ○ ○ ○ 24 16 40 AFC10801-F AFC11801-F 1 1
○ ○ ○ ○ 36 24 60 AFC10802-F AFC11802-F 1 2
○ ○ ○ ○ 48 32 80 AFC10803-F AFC11803-F 1 3
○ ○ ○ ○ 60 40 100 AFC10804-F AFC11804-F 1 4
○ ○ ○ ○ 12 8 20 AFC20212C-F AFC22212C-F 1
○ ○ ○ ○ 24 16 40 AFC20811C-F AFC21811C-F 1 1
○ ○ ○ ○ 36 24 60 AFC20812C-F AFC21812C-F 1 2

○ ○ ○ ○ 48 32 80 AFC20813C-F AFC21813C-F 1 3
○ ○ ○ ○ 60 40 100 AFC20814C-F AFC21814C-F 1 4

○ ○ ○ ○ 12 8 20 AFC10242-F AFC12242-F 1
○ ○ ○ ○ 36 24 60 AFC10501-F AFC11501-F 1 1
○ ○ ○ ○ 60 40 100 AFC10502-F AFC11502-F 1 2
○ ○ ○ ○ 84 56 140 AFC10503-F AFC11503-F 1 3

○ ○ ○ ○ 108 72 180 AFC10504-F AFC11504-F 1 4
○ ○ ○ ○ 12 8 20 AFC10252-F AFC12252-F 1
○ ○ ○ ○ 36 24 60 AFC10511-F AFC11511-F 1 1
○ ○ ○ ○ 60 40 100 AFC10512-F AFC11512-F 1 2
○ ○ ○ ○ 84 56 140 AFC10513-F AFC11513-F 1 3
○ ○ ○ ○ 108 72 180 AFC10514-F AFC11514-F 1 4
○ ○ ○ ○ 12 8 20 AFC20242C-F AFC22242C-F 1

○ ○ ○ ○ 36 24 60 AFC20521C-F AFC21521C-F 1 1
○ ○ ○ ○ 60 40 100 AFC20522C-F AFC21522C-F 1 2
○ ○ ○ ○ 84 56 140 AFC20523C-F AFC21523C-F 1 3
○ ○ ○ ○ 108 72 180 AFC20524C-F AFC21524C-F 1 4
○ ○ ○ ○ 12 8 20 AFC20252C-F AFC22252C-F 1
○ ○ ○ ○ 36 24 60 AFC20531C-F AFC21531C-F 1 1

○ ○ ○ ○ 60 40 100 AFC20532C-F AFC21532C-F 1 2
○ ○ ○ ○ 84 56 140 AFC20533C-F AFC21533C-F 1 3
○ ○ ○ ○ 108 72 180 AFC20534C-F AFC21534C-F 1 4

○ ○ ○ ○ 16 16 32 AFC10342-F AFC12342-F 1
○ ○ ○ ○ 40 32 72 AFC10601-F AFC11601-F 1 1
○ ○ ○ ○ 64 48 112 AFC10602-F AFC11602-F 1 2
○ ○ ○ ○ 88 64 152 AFC10603-F AFC11603-F 1 3

○ ○ ○ ○ 112 80 192 AFC10604-F AFC11604-F 1 4
○ ○ ○ ○ 16 16 32 AFC10352-F AFC12352-F 1
○ ○ ○ ○ 40 32 72 AFC10611-F AFC11611-F 1 1
○ ○ ○ ○ 64 48 112 AFC10612-F AFC11612-F 1 2
○ ○ ○ ○ 88 64 152 AFC10613-F AFC11613-F 1 3
○ ○ ○ ○ 112 80 192 AFC10614-F AFC11614-F 1 4

○ ○ ○ ○ 16 16 32 AFC20342C-F AFC22342C-F 1
○ ○ ○ ○ 40 32 72 AFC20621C-F AFC21621C-F 1 1
○ ○ ○ ○ 64 48 112 AFC20622C-F AFC21622C-F 1 2
○ ○ ○ ○ 88 64 152 AFC20623C-F AFC21623C-F 1 3
○ ○ ○ ○ 112 80 192 AFC20624C-F AFC21624C-F 1 4

○ ○ ○ ○ 16 16 32 AFC20352C-F AFC22352C-F 1
○ ○ ○ ○ 40 32 72 AFC20631C-F AFC21631C-F 1 1

○ ○ ○ ○ 64 48 112 AFC20632C-F AFC21632C-F 1 2
○ ○ ○ ○ 88 64 152 AFC20633C-F AFC21633C-F 1 3
○ ○ ○ ○ 112 80 192 AFC20634C-F AFC21634C-F 1 4

Ｃ
２
０
Ｒ
／
Ｃ
２
０
Ｒ
Ｃ
セ
ッ
ト
品

Ｃ
２
０
Ｔ
／
Ｃ
２
－
Ｔ
Ｃ
　
セ
ッ
ト
品

Ｃ
３
２
Ｔ
／
Ｃ
３
２
Ｔ
Ｃ
　
セ
ッ
ト
品
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　ＦＰ０選定表

注意点

品
名
　
点
数

　
入
力
／
出
力
構
成

 
電
源
電
圧

出
力
仕
様

品
番

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
出
力
容
量
減

０
．
５
Ａ
、
０
．
８
Ａ
　
→
　
０
．
１
Ａ

入力８ 不要 無し AFP03003

リレー　２Ａ AFP03023

出力８ ２４ＶＤＣ リレー　２Ａ AFP03020

トランジスタ　ＮＰＮ　０．１Ａ AFP03040 ○

トランジスタ　ＰＮＰ　０．１Ａ AFP03050 ○

入力１６ 不要 無し AFP03303

２４ＶＤＣ リレー　２Ａ AFP03323

トランジスタ　ＮＰＮ　０．１Ａ AFP03343 ○

トランジスタ　ＰＮＰ　０．１Ａ AFP03353 ○

トランジスタ　ＮＰＮ　０．１Ａ AFP03340 ○

トランジスタ　ＰＮＰ　０．１Ａ AFP03350 ○

不要 トランジスタ　ＮＰＮ　０．１Ａ AFP03543 ○

トランジスタ　ＰＮＰ　０．１Ａ AFP03553 ○

ＦＰ０－Ｅ３２
３２点

入力１６
出力８

２４ＶＤＣ

不要

不要

ＦＰ０増設ユニット基本仕様

ＦＰ０－Ｅ８
８点

ＦＰ０－Ｅ１６
１６点

入力４
出力４

出力８

出力１６

入力８
出力８

■コントロールユニットの選定
この表はＦＰ－Ｍコントロールボードに対応する、ＦＰ０コントロールユニットの選定表です。全体のＩ／Ｏ点数を考慮してＦＰ
０増設ユニットを選定して下さい。

ＦＰ－Ｍ

リ
レ
ー
出
力
　
２
Ａ

リ
レ
ー
出
力
　
２
Ａ

Ｎ
Ｐ
Ｎ
　
０
．
１
Ａ

Ｐ
Ｎ
Ｐ
　
０
．
１
Ａ

Ｎ
Ｐ
Ｎ
　
０
．
１
Ａ

Ｐ
Ｎ
Ｐ
　
０
．
１
Ａ

Ｎ
Ｐ
Ｎ
　
０
．
１
Ａ

Ｐ
Ｎ
Ｐ
　
０
．
１
Ａ

Ｎ
Ｐ
Ｎ
　
０
．
１
Ａ

Ｐ
Ｎ
Ｐ
　
０
．
１
Ａ

入
力
８
／
出
力
６

入
力
８
／
出
力
６

入
力
８
／
出
力
８

入
力
８
／
出
力
８

入
力
８
／
出
力
８

入
力
８
／
出
力
８

入
力
１
６
／
出
力
１
６

入
力
１
６
／
出
力
１
６

入
力
１
６
／
出
力
１
６

入
力
１
６
／
出
力
１
６

２
．
７
ｋ

２
．
７
ｋ

２
．
７
ｋ

２
．
７
ｋ

２
．
７
ｋ

２
．
７
ｋ

５
ｋ

５
ｋ

５
ｋ

５
ｋ

入
力

出
力

A
F
P
0
2
2
2
3

A
F
P
0
2
2
2
3
C

A
F
P
0
2
3
4
3

A
F
P
0
2
3
5
3

A
F
P
0
2
3
4
3
C

A
F
P
0
2
3
5
3
C

A
F
P
0
2
5
4
3

A
F
P
0
2
5
5
3

A
F
P
0
2
5
4
3
C

A
F
P
0
2
5
5
3
C

Ｃ１６Ｔ ０．９ｋ ８ ８ トランジスタ０．５Ａ AFC12142 ○ ○

Ｃ２０Ｒ ２．７ｋ １２ ８ リレー２Ａ AFC12212-F ○

Ｃ２０ＲＣ ５ｋ １２ ８ リレー２Ａ AFC22212C-F ○ ○

１２ ８ トランジスタ　ＮＰＮ　０．８Ａ AFC12242-F △ △ ○

１２ ８ トランジスタ　ＰＮＰ　０．８Ａ AFC12252-F △ △ ○

１２ ８ トランジスタ　ＮＰＮ　０．８Ａ AFC22242C-F △ △ ○ △

１２ ８ トランジスタ　ＰＮＰ　０．８Ａ AFC22252C-F △ △ ○ △

１６ １６ トランジスタ　ＮＰＮ　０．８Ａ AFC12342-F ○ ○

１６ １６ トランジスタ　ＰＮＰ　０．８Ａ AFC12352-F ○ ○

１６ １６ トランジスタ　ＮＰＮ　０．８Ａ AFC22342C-F ○ ○

１６ １６ トランジスタ　ＰＮＰ　０．８Ａ AFC22352C-F ○ ○

※△は増設ユニットの構成により選択

Ｃ３２Ｔ

Ｃ３２ＴＣ

２４ＶＤＣ

２．７ｋ

５ｋ

２．７ｋ

５ｋ

ＦＰ０
コントロールユニット

（増設ユニットは全Ｉ／Ｏ点数に合わせて選択）

注意点

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
出
力
容
量
減

０
．
５
Ａ
、
０
．
８
Ａ
　
→
　
０
．
１
Ａ

プ
ロ
グ
ラ
ム
容
量

５
ｋ
　
→
　
２
．
７
ｋ

出
力
仕
様

品
番

Ｃ２０Ｔ

Ｃ２０ＴＣ

電
源
電
圧

Ｆ
Ｐ
－
Ｍ
品
名

プ
ロ
グ
ラ
ム
容
量 Ｉ／
Ｏ
点
数

■増設ユニットの選定
全体のＩ／Ｏ点数を考慮してＦＰ０コントロールユニットで足りない分を選定して下さい。ＦＰ０は増設ユニットと高機能ユニッ
トを合計３台まで装着可能です。装着制限数を越えるときはＦＰΣ左増設可能タイプをご検討下さい。ＦＰ０ユニット３台に
加えて、Ｉ／Ｏの左側増設が可能です。

置き換えを検
討しているＦＰ
－Ｍコントロー
ルボードを参
照して下さい。
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■高機能ユニット基本仕様比較
ＦＰ０は増設ユニットと高機能ユニットを合計３台まで装着可能です。装着制限数を越えるときはＦＰΣ左増設可能タイプを
ご検討下さい。ＦＰ０ユニット３台に加えて、Ｉ／Ｏの左側増設が可能です。

　高機能ユニット（入力増設、出力増設含む）

ＦＰ－Ｍ ＦＰ０
ユニット 主な仕様 品番 品番 主な仕様 注意点
増設入力
ボード

■Ｉ／Ｏ点数
入力３６点

ＡＦＢ６３９２－Ｆ － ・全体のＩ／Ｏ点数を考慮してＦＰ０増設
ユニットを選択して下さい。ＦＰ０のＩ／Ｏ
点数をこえるときはＦＰΣをご検討下さ
い。

増設出力
ボード

■Ｉ／Ｏ点数
出力３２点
■出力仕様
トランジスタ　ＮＰＮ　０．８Ａ

ＡＦＢ６３４０－Ｆ － ・全体のＩ／Ｏ点数を考慮してＦＰ０増設
ユニットを選択して下さい。ＦＰ０のＩ／Ｏ
点数をこえるときはＦＰΣをご検討下さ
い。

アナログ
Ｉ／Ｏ
ボード

■入出力点数
入力４ｃｈ、出力１ｃｈ

入力部－－－－－－
■入力レンジ
各ｃｈ毎にジャンパピン切替
０～５Ｖ、０～１０Ｖ、０～２０ｍＡ
■分解能
１／２５６
■変換速度
２．５ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁　非絶縁
出力部－－－－－－
■出力レンジ
ジャンパピン切替
０～５Ｖ、０～１０Ｖ、０～２０ｍＡ
■分解能
１／２５６
■変換速度
２．５ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁　非絶縁

ＡＦＢ６４８０

電源電圧
２４ＶＤＣ

ＦＰ０
アナログＩ／Ｏ
ユニット
ＡＦＰ０４８０
　＋
ＡＦＰ０４８０

１台あたりの仕様
■入出力点数
入力２ｃｈ、出力１ｃｈ

入力部－－－－－－
■入力レンジ
ＳＷによる切替
０～５Ｖ、－１０～＋１０Ｖ、０～２０ｍ
Ａ
■分解能
１／４０００
■変換速度
１ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁　非絶縁
出力部－－－－－－
■出力レンジ
ＳＷによる切替
０～２０ｍＡ、－１０～＋１０Ｖ
■分解能
１／４０００
■変換速度
５００μｓ
■チャンネル間絶縁　非絶縁

・使用しているｃｈ数に応じて、使用台数
（１台または２台）を選択して下さい。
・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。

A/D変換
ボード

■入力点数
４ｃｈ
■入力レンジ
電圧レンジは各ｃｈ毎にジャン
パピン切替
０～５Ｖ、０～１０Ｖ
または
０～２０ｍＡ
■分解能
１／１０００
■変換速度
２．５ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁　非絶縁

ＡＦＢ６４００

電源電圧
２４ＶＤＣ

→

ＦＰ０
Ａ／Ｄ変換
ユニット
ＡＦＰ０４０１

■入力点数　８ｃｈ
■入力レンジ
ＳＷによる切替
０～５Ｖと０～２０ｍＡは混在使用可
能
０～５Ｖ
ー１０～＋１０Ｖ
ー１００～＋１００ｍＶ
０～２０ｍＡ
■分解能　１／４０００
■変換速度　１ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁　非絶縁

・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。

→

ＦＰ０
Ｄ／Ａ変換
ユニット電圧
ＡＦＰ０４１２１

■出力点数　４ｃｈ
■出力レンジ　－１０～＋１０Ｖ
■分解能　１／４０００
■変換速度
５００μｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁　非絶縁

・電圧出力のみになります、電流出力も
するときは電流タイプを併用して下さ
い。
・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。

ＦＰ０
Ｄ／Ａ変換
ユニット電流
ＡＦＰ０４１２３

■出力点数　４ｃｈ
■出力レンジ　４～２０ｍＡ
■分解能　１／４０００
■変換速度
５００μｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁　非絶縁

・電流出力のみになります、電圧出力も
するときは電圧タイプを併用して下さ
い。
・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。

D／Ａ変
換
ボード

■出力点数
２ｃｈ
■出力レンジ
電圧レンジは各ｃｈ毎にジャン
パピン切替
０～５Ｖ、０～１０Ｖ
または０～２０ｍＡ
■分解能
１／１０００
■変換速度
２．５ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁　非絶縁

ＡＦＢ６４１０

電源電圧
２４ＶＤＣ

ＦＰ－Ｍ
トランス
ミッタマス
タ
ボード

■制御Ｉ／Ｏ点数
６４点
入力３２点、出力３２点
■接続可能台数
最大３台

ＡＦＣ１７５２

電源電圧
２４ＶＤＣ

→

他の
対応品

・Ｉ／Ｏの増設用途であれば増設ユニット
をご検討下さい。
・省配線用途であれば、ＦＰ０－ＳＬＩＮＫ
またはＦＰΣ＋ＳＬＩＮＫをご検討下さい。

ＦＰ－Ｍ
Ｉ／Ｏリン
ク
ボード

■Ｉ／Ｏリンク専用Ｉ／Ｏ点数
入力３２点、出力３２点
■接続可能台数
１台

ＡＦＣ１７３２

電源電圧
２４ＶＤＣ

→

ＦＰ０
Ｉ／Ｏリンク
ユニット
ＡＦＰ０７３２

■Ｉ／Ｏリンク専用Ｉ／Ｏ点数
入力３２点、出力３２点

・割付られるＩ／Ｏ番号が異なりますが、
同様のシステムを構築できます。
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データアクセスユニットも生産終了になります。プログラマブル表示器ＧＴシリーズをご検討下さい。

■データアクセスユニットについて

パソコン

ＲＳ２３２ＣＩ／Ｆが
あるパソコンをご
使用下さい。

ＲＳ２３２ＣＩ／Ｆが
無い場合は、ＵＳ
Ｂ→ＲＳ２３２Ｃ変
換器等をご準備
下さい。

プログラミングツールはＷｉｎｄｏｗｓ版ラダープログラミングソフト『Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＦＰＷＩＮ　ＧＲ』をご使用下さい。ＭＳ－ＤＯＳ版
ＮＰＳＴＧＲで作成したプログラムファイル（拡張子ｓｐｇ）もラダープログラムのみ読出可能です。

生産終了品ですがＦＰプログラマⅡＶｅｒ２も使用可能です（ＡＦＰ１１１３Ｖ２またはＡＦＰ１１１４Ｖ２）。

■プログラミングツールについて

　プログラミングツール等について

■プログラミングツールの接続方法

ＦＰ－Ｍ

ＦＰ０

ＦＰ０、Σ、Ｘ、２、２ＳＨ、ｅ接続ケーブル

　ＡＦＣ８５０３、ＡＦＣ８５０３Ｓ（パソコン側　ＤＯＳ／Ｖ　９ピン　仕様）

　ＡＦＣ８５１３（パソコン側　２５ピン　仕様）

プログラミングツールの接続ケーブルは同じです。
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ＦＰ－Ｍ ＦＰ０
Ｃ１６Ｔ Ｃ２０Ｒ Ｃ２０ＲＣ Ｃ２０Ｔ Ｃ２０ＴＣ Ｃ３２Ｔ Ｃ３２ＴＣ Ｃ１４ Ｃ１４Ｃ Ｃ１６ Ｃ１６Ｃ Ｃ３２ Ｃ３２Ｃ 注意点

制御Ｉ／Ｏ点数
基本時 合計 １６ ２０ ３２ １４ １６ ３２ 実際に使用しているＩ／Ｏ点数

入力 ８ １２ １６ ８ ８ １６ により構成をご検討下さい。
出力 ８ ８ １６ ６ ８ １６

増設時　最大点数 － １８０ １９２ ６２ １１２ １２８
リモート」Ｉ／Ｏ使用時 － ２４４ ２５６ － ＦＰ０　Ｓ－ＬＩＮＫタイプを使用すると
（ＭＥＷＮＥＴ－ＴＲ） 最大２２４点制御可能（特殊機能は無）

プログラム 内蔵 ＥＥＰ－ＲＯＭ内蔵 ＲＡＭ内蔵 ＥＥＰ－ＲＯＭ内蔵
メモリ （バッテリレス） （バッテリバックアップ） （バッテリレス）

オプション － ＥＥＰ－ＲＯＭ、ＥＰ－ＲＯＭ　別売 － ＦＰ０はオプションメモリがありません
プログラム容量 ０．９ｋ ２．７ｋ ５ｋ ２．７ｋ ５ｋ ２．７ｋ ５ｋ ２．７ｋ ５ｋ
演算速度／命令 １．６μｓ～ ０．９μｓ～
演算用メモリ点数
内部リレー ２５６ １００８ １００８
タイマ／カウンタ １２８ １４４ １４４
データレジスタ ２５６ １６６０ ６１４４ １６６０ ６１４４ １６６０ ６１４４ １６６０ ６１４４
インデックスレジスタ ２ ２

マスターコントロール点数 １６ ３２ ３２
ラベル数 ３２ ６４ ６４
ステップラダー数 ６４ １２８ １２８
サブルーチン数 ８ １６ １６
割り込みプログラム数 ２（ＩＮＴ４、５） ９ ７（外部６点、内部１点） 多数使用しているときは注意
特殊機能
高速カウンタ １ｃｈ（単相または２相） 単相最大４、２相最大２
ボリューム入力 ３（コネクタ仕様） ２ － ＦＰ０はボリューム入力がありません
パルスキャッチ ４ パルスキャッチ、 パルスキャッチ、割込入力 多数使用しているときは注意
割り込み入力 ２（Ｘ４、Ｘ５） 割込入力合計で８ 合計で６
定時割り込み － １０ｍｓ～３０ｓ ０．５ｍｓ～３０ｓ
ＲＳ２３２Ｃポート － － あり － あり － あり － あり － あり － あり
カレンダタイマ － － あり － あり － あり なし カレンダタイマを使用するときはＦＰΣ

をご検討下さい
パルス出力 １ｃｈ（トランジスタ出力タイプのみ） 最大２ｃｈ（トランジスタ出力タイプのみ）

入力時定数切替 １～１２８ｍｓ １～１２８ｍｓ なし タイマプログラムをご活用下さい。
（Ｘ０～３のみ） （８点単位、コントロールボードのみ有効）

メモリバックアップ ラダープログラム ラダープログラム、保持型メモリ共に Ｃ１４、Ｃ１４Ｃ、Ｃ１６、Ｃ１６Ｃは ＦＰ０はバッテリレスです
はバッテリレスで バッテリによる保持 ラダープログラムと 保持エリアが足りないときは
保持 約２２００日（２５℃） 内部リレー３２点 ＦＰΣ＋バッテリをご検討下さい

（Ｃタイプは１１２５日） カウンタ４点
保持型に設定した データレジスタ８ワード ＦＰ０には別途命令で読み書きできる
メモリ（内部リレー をＥＥＰＲＯＭにバッテリレスで保持 Ｆ１２命令（読出）、Ｐ１３命令（書込）
、カウンタ、データ ＥＥＰＲＯＭメモリエリアを搭載しています
レジスタ） Ｃ３２、Ｃ３２Ｃは Ｃ１６、Ｃ１６　→　６４０ワード
は、コンデンサに ラダープログラムと Ｃ３２　→　６１４４ワード
よる保持 内部リレー１２８点
フル充電で１０日 カウンタ１６点
（２５℃） データレジスタ３２ワード

をＥＥＰＲＯＭにバッテリレスで保持

プログラム機種変換作業をする前に必ずプログラムのバックアップをとって下さい。ま
た、高機能ユニットのプログラム、応用命令の一部は個別で書換えが必要です。

ＦＰＷＩＮＧＲの『機種変換』機能を使用してラダープログラムの変換を行う手順を説明し
ます。　※システムレジスタは初期化されます。

■プログラム変換について

　プログラム機種変換について

■基本仕様の違いと注意点
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　プログラム機種変換前に確認する内容

■システムレジスタの確認（メモ）と設定について
ＦＰ－Ｍ→ＦＰ０へプログラム機種変換をするときは、ＦＰ－Ｍのシステムレジスタ設定値を事前にメモをしておいて下さい。
変換後にＦＰ０で該当する項目を同様に設定して下さい。ほぼ同等の内容になっていますが細部で異なります。

システムレジスタの内容と初期値は添付の資料をご参照下さい。

※ＦＰ－Ｍ　Ｃ２０ＲＣ、Ｃ２０ＴＣ、Ｃ３２ＴＣでの画面例

ＦＰ０にはこの機能がありま
せん。ラダープログラムで
の対応になります。

ＦＰ０では該当項目がありま
せん。使用しているときは
ご確認下さい。

ＦＰ－ＭでＣＯＭポートの無
いタイプは設定無効です。
（確認不要）

ＦＰ－Ｍのシステムレジスタ

■プログラム機種変換ができないプログラムについて
・プログラム機種変換では、機種間で互換性のない応用命令の変換はできません。　これらは一旦削除して、機種変換後
に再度プログラムを編集して下さい。

シリアルデータ送受信命令（Ｆ１４４）　→　Ｆ１５９でプログラムして下さい

高速カウンタ、パルス出力制御命令（Ｆ０、Ｆ１、Ｆ１６２、Ｆ１６３、Ｆ１６４、Ｆ１６５）
※Ｆ０、Ｆ１は通常の転送命令ではありません。

　　→　ＦＰ０用の高速カウンタ、パルス出力制御命令に変更して下さい

・ＦＰ－ＭとＦＰ０では、入出力端子の構成が変わります。機種変換をおこなった後で、『デバイス変更』機能を使用して、実
際の入出力端子の構成に合うように入力と出力の番号を変更して下さい。
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高機能ユニット関連のプログラム部分以外は、この手順で変換が完了します。
①ファイルまたは本体からＦＰＷＩＮＧＲにプログラムを読み出す

②オフラインでメニューの『ツール』→『機種変換』から機種変換を行う

ＦＰ０で未サポートの応用命令が使用されていると次の様なメッセージが表示されます。

この場合は、この命令を一旦削除して、変換後にＦＰ０の命令で記述して下さい。

③システムレジスタの設定をおこなう。

④②で削除した応用命令の編集をおこなう。

⑤入出力端子の構成に合わせて、ＸとＹの番号を変更する。

■プログラム機種変換手順１

変更したい機種を選択

下段部にも下図の様なメッセージが表示されます

　プログラム機種変換手順①
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■プログラム機種変換手順２
⑥メニューの『デバッグ』→『トータルチェック』でプログラムのトータルチェックを行う

エラーがあるときは、内容を確認しプログラムを修正して下さい。

　プログラム機種変換手順②

エラーがないとき エラーがあるとき
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　資料１　ＦＰ－Ｍ　Ｃ１６Ｔ　システムレジスタ初期値

ＦＰ０はＦＰ０は

該当項目無し該当項目無し
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　資料２　ＦＰ－Ｍ　Ｃ２０Ｒ、Ｃ２０Ｔ、Ｃ３２Ｔ　システムレジスタ初期値

ＦＰ０はＦＰ０は

該当項目無し該当項目無し

ＦＰ０はＦＰ０は

該当項目無し該当項目無し
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　資料３　ＦＰ－Ｍ　Ｃ２０ＲＣ、Ｃ２０ＴＣ、Ｃ３２ＴＣ　システムレジスタ初期値

ＦＰ０はＦＰ０は

該当項目無し該当項目無し

ＦＰ０はＦＰ０は

該当項目無し該当項目無し
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　資料４　ＦＰ０　Ｃ１４、Ｃ１６　システムレジスタ初期値
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　資料５　ＦＰ０　Ｃ３２　システムレジスタ初期値
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